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基本方針
私たち社団法人愛知中央青年会議所は尾張と三河を隔て複合的な市町にまたがり活動する青年会議所でありながら、それぞれの文化や風土を尊重し、繋がりを活かした社会開発（まちづくり）を行ってきました。しかし、人と人との繋がりが希薄化するなど、混沌とした現代社会においては、過去の社会開発（まちづくり）を、更に発展させていくことが必要と考えます。

そこで当委員会は、「安心安全・自然環境」といった共通した目的のもと、市民・地域・行政が一つの想いを共有できる場を提案・実行することで、本気でまちの百年先（みらい）を考える人が増えるきっかけ創りを行います。そして次代を担う子どもたちには、青少年育成事業として豊かな心を養う場を提供できるよう取り組みます。

社会開発（まちづくり）とはＬＯＭの事業だけではありません。今まで諸先輩方や各支部が築き上げてきた地域社会とのネットワークを更に太く強い繋がりとしていくことで、地域社会への奉仕ができる団体として、今まで以上に青年会議所が地域社会から求められる存在となる活動をしていきます。
プログラム　（事業名・目的・方法・対象）

１．４月度例会･･････････安心安全について、学び体験することで、災害時における地域力の向上の一助となる公開例会を行う。

２．６月度例会･･････････住民参加型の事業を通じて、市民・地域・行政とのネットワークを活かした地域のまちづくりを考えるきっかけ創りとなる公開例会を行う。

３．８月度例会･･････････子どもたちに社会生活において必要な体験をしてもらい、体験を通じて感謝の気持ちや友だちと友情を育むことで、子供たちの豊かな心を育む例会を行う。

４．愛ちゅう寺子屋事業･･子どもたちには豊かな心、若者には自立心を学ぶ機会を提供することで、大人も含めた三世代が、共に学び成長できる場所を地域に創造していくことをめざす。

５．復興支援事業････････「３．１１を忘れない」を合言葉に義捐金募集を中心とした復興支援を行う。

６．会員拡大････････････理念を共有できるような魅力ある事業を通じて、２０名以上の会員拡大を

行なう。
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事業予算
	収入の部
	支出の部

	事　　　業　　　費
	８５０，０００円
	４月度例会
	５０，０００円

	８月度例会一般参加者参加料
	２００，０００円
	　６月度例会
	２５０，０００円

	
	
	８月度例会
	５５０，０００円

	
	
	　愛ちゅう寺子屋事業
	２００，０００円

	合    計
	１,０５０，０００円
	合    計
	１,０５０，０００円


